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献　辞
　「戦略的互恵関係」は、水谷修先生がしばしば口にされてきたお気に入り
のことばである。2006年の日中首脳会談で打ち出されたもので、日中が、
互いの利益を増進することを前提として友好・交流を追求する趣旨である。
世界中の人々が、一方的に求めたり譲ったりするのでなく、それぞれが互
いから得るものを得る中で、結果として皆が発展し、さらに全世界に向け
た貢献を志向するというこの概念は、水谷先生がその長い経歴の中で目指
してこられたことをよく反映するものであっただろう。
　日本語教育における水谷先生のキャリアは、英語圏からの大学留学生の
教育にはじまり、政府レベルの政策立案への参画や国立国語研究所の日本
語教育部門立上げを通じて全世界へと射程を広げることとなった。そし
て、1980年代前半、北京に開設された日語教師培訓班（通称「大平学校」）
に赴任され、次代の日中交流を担う多くの若者との真剣勝負を通して、語
学教育から始まる国際人材育成のあり方について、確かな見通しを得られ
たようである。
　一方、研究面における水谷先生の功績は、現実の生活の中で用いること
ばに目を向けることの重要性を広く認識せしめたことにある。日本語音声
コミュニケーションの実態解明、適切・有効な対人伝達行動に関する多く
の提言、それらに基づく学生・院生の育成を通じて、実生活と言語研究・
言語教育を結びつける視点を学界に定着させた。
　これからの世界を支えていこうとする若者たちに、国境を越えて学びの
機会を提供すること、なかでも、言語に関する深い識見が現実社会を改善
する力になると伝えること、水谷先生が名古屋外国語大学で実現なさろう
としたのは、こうしたことだったと推察する。
　卒業生、修了生たちが、折に触れ、国内外から次々に先生の元を訪れ、
新たな示唆を受けてそれぞれの活躍の場にもどっていく姿が、なによりも
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そのご努力の成果を示していた。水谷先生が示してくださった方向性を、
後に続く私たちも心に刻み、さらなる発展を期していきたいと思う。
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